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-薬品で示きれている2)。また、補体系は細胞毒

`性型あるいは細胞融解型といわれるアレルギーⅡ

型、さらには免疫複合型といわれるアレルギーⅢ

型の病態生理に深く関連している3)。この補体価

の抑制は抗アレルギー活性の一つと考えられてい

る。４５）

著者らは食用野草27種、シソ科、キク科などの

野菜９種、その他５種の計41種を調査し、食用

野草の中に強いヒアルロニダーゼ阻害活性と抗補

体活性を見出したのでここに報告する。

１．緒巨

近年、アレルギー症状を訴える人が年々増加し

ている。乳幼児のアトピー`性皮膚炎は10年前の約

2倍に増え、その他の食物アレルギー、花粉症、

気管支喘息などを含めると日本人の３人に１人

は何らかの症状を有していることが明かになって

いる。

アレルギー症状はＩ型からⅣ型に分類されてい

る。Ｉ型は即時型ともいわれ、気管支喘息やアレ

ルギー`性鼻炎などが疾患例である。ヒアルロニダ

ーゼは、Ｉ型に関与するケミカルメデイエーター

であるヒスタミンと同時に肥満細胞から遊離す

る。そして、結合組織に多く分布するヒアルロン

酸を加水分解して、炎症を重度にする。実験では

急性浮腫を惹起する酵素として用いられている')。

この上アルロニダーゼ阻害活性とヒスタミン遊離

抑制には正の相関関係があることが、クロモグリ

ク酸ナトリウムやトラニラストなどの抗アレルギ

２．実験方法

２－１実験試料

食用野草27種とその他４種は福井県内で自生

しているものを採取して、２時間以内に実験に

供した。シソ科野菜２種とその他のアロエ、モ

ロヘイヤ、ラッキョウは農家から購入したものを

２時間以内に用いた。キク科野菜５種は市販品を

用いた。

＊ペンネーム（本名：三谷）
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を加え攪拝した。次にベロナール緩衝液に希釈し

た感作ヒツジ赤血球（デンカ生研製）を１０ｍｌ

を加え、攪拝した後、３７℃で60分間反応させた｡

その後、氷水中に10分間放置して反応を停止させ

た。反応液を2000rpmで'0分間遠心分離して未溶

呈繍蓑騨鮭走鰍蟇鰯盲屋ニ
ロナール緩衝液を加えたものを対照とし、血清を

入れないブランクをつくり次式により抗補体活性

を求めた。

(A一二云三さB-D)×Ⅲ

２－２ヒアルロニダーゼ阻害活性の測定

前田ら')、KAKEGAwAら2)の方法を参考にして以

下のように行なった。すなわち、野草試料Ｌｏｇ

を秤量し、酢酸緩衝液（pH４００．１Ｍ）ｌＯＯｍｌを

添加して磨砕した後、ろ紙ろ過した液を試料液と

した。この試料液ＬＯｍｌに酵素溶液（ヒアルロ

ニダーゼＴｙｐｅⅣ－SfromBovineTestes、シ

グマ社製８ｍｇを酢酸緩衝液２０ｍｌに溶解）１００

/し、を加え、３７℃で20分放置した。それに酵素活

性化溶液（Compound48/80、シグマ社製）２００

/αl、基質溶液（ヒアルロン酸（鶏冠製、和光純

薬工業製）８ｍｇを酢酸緩衝液ｌＯＯｍｌに溶解）

500ﾉ、を添加した後アルミキャップをして37℃
40分間反応させた。０４Ｎ水酸化ナトリウム溶液

200/ulを加えて反応を停止させた。ほう酸ナトリ
ウム溶液（ほう酸４９５９を蒸留水５０ｍlに溶解し

て、１Ｎ水酸化ナトリウム溶液でｐＨ９１に調整後、

lOOmlとした）２０qulを加え沸騰水浴中で３分

間加熱し流水で室温まで冷却した後、ｐ－ジメチ

ルベンズアルデヒド試薬（ｐ‐ジメチルベンズア

ルデヒド５９を酢酸４４ｍ１，１０Ｎ塩酸６ｍｌに溶

解して、使用時に酢酸で10倍希釈）６０ｍｌを加え

37℃で20分間反応させて585nｍの吸光度を測定

した。試料液の代わりに酢酸緩衝液を用いたもの

を対照として、酵素、試料液の代わりに酢酸緩衝

液を加えた試料液ブランク、酵素の代わりに酢酸

緩衝液を加えた酵素ブランクを調製して次式より

阻害活性（％）を算出した。

（Ａ－Ｃ）－（Ｂ－Ｄ）×,００
（Ａ－ｑ

Ａ：対照吸光度

Ｂ：反応液吸光度

Ｃ：試料液ブランク吸光度

Ｄ：酵素ブランク吸光度

２－ｓ抗補体活性の測定

ＤＡＹらの方法6)に従った。すなわち、食用野草

1.09にベロナール緩衝液（Ｏｌ５ｍＭ塩化カルシ

ウム、Ｏ５０ｍＭ塩化マグネシウム及び０１％ゼラ

チンを含みｐＨ７５に調整した）ｌＯＯｍｌを加え磨

砕、ろ過し試料液とした。ベロナール緩衝液

lOOml，試料液ＬＯｍｌを試験管にとり、ヒト血

清（補体コントロール用、デンカ生研製）５０ﾉﾋﾞ。

Ａ：対照吸光度

Ｂ：反応液吸光度

Ｃ：試料液ブランク吸光度

Ｄ：血清ブランク吸光度

２－４乾燥試料のヒアルロニダーゼ阻害活性

及び抗補体活性測定

阻害活性の強かった６種の試料を105℃で24時

間乾燥して水分量を測定し、乾燥前の生試料量に

相当する乾燥粉末試料をはかり、２－２，２‐３と

同様にヒアルロニダーゼ阻害活性と抗補体活`性を

測定した。

２－５ヒアルロニダーゼ阻害活性と抗補体活性

の相乗効果測定

各試料液を阻害率約15～30％に希釈した。それ

をＯ５ｍｌずつ添加して、上アルロニダーゼ阻害

活性と抗補体活性を測定した。相乗効果はｌＯｍｌ

添加したときのそれぞれの試料液の阻害率を加え

て２で割った値を基準にして、阻害効果倍率と

した。

２－ｓタンポポコーヒーの試作とヒアルロニダ

ーゼ阻害活性測定

食用野草で最も上アルロニダーゼ阻害活性が強

力であることが判明したタンポポは食用とされる

他、タンポポコーヒーとしても飲用されている。

そこで、タンポポコーヒーを作り、市販品のヒア

ルロニダーゼ阻害活性と比較した。タンポポコー

ヒーは、タンポポの根をよく洗い1ｃｍの大きさ

－４８－
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に切り、天日で５日間干した。次に、フライパ

ンにのせ弱火で10分間妙った。それをミキサーで

細かくした。この粉砕試料５０９に蒸留水７０ｍｌ

を加え、５分間煮沸後、室温まで冷却して100ｍｌ

メスアップした。それをろ紙ろ過して、その

1.0ｍｌについてヒアルロニダーゼ阻害活性試験を

行なった。市販品も同様に処理した。

表－１食用野草類のヒアルロニダーゼ阻害活

！
３結果及び考察

Ｓ－１上アルロニダーゼ阻害活性

表に示すように、キク科野草７種は強いヒア

ルロニダーゼ阻害活`性を有することが明らかにな

った。（表－１）その7種はセイヨウタンポポ、シ

ロバナタンポポ、ツワブキ、ハハコグサ、フキ、

ヨメナ、ヨモギであった。これらの試料液を希釈

した場合、セイヨウタンポポ､、シロバナタンポ

ポを除きいずれも活性は低下した。このうちセイ

ヨウタンポポは、一法師らが報告7)している46種

の野菜とハーブ抽出液の中で最も阻害活`性の強い

レモンバームと比較しても、同等以上の活'性があ

った。（図－１，２）

セイヨウタンポポは帰化植物で、占有率が高く

日本各地で見られる。その80％は日本の在来種と

交雑して純粋のセイヨウタンポポは１０～15％であ

るといわれている。著者らは、セイヨウタンポポ

を採取する時、タンポポの総ほうのそりかえりの

程度や長さ、葉の形状、花の色で区別したので、

試料として用いたセイヨウタンポポは日本種との

交雑種であろうと思われた。（写真一(1)、(2)）シ

ロバナタンポポは群生しているところを見つける

のがなかなか難しく、以下の実験ではシロバナタ

ンポポを除いた６種について実験を行なった。

Ｓ－２抗補体活性

ヒアルロニダーゼ阻害活性の強かった６種に

ついて抗補体活性を測定した結果、いずれも活性

があり、そのうちフキとヨモギは強かった。（図一

３）

３－ｓ乾燥試料のヒアルロニダーゼ阻害活性と

抗補体活性

阻害活性を有する野草６種の水分は９１４～

Ｍ±ＳＤ（n＝３）

－４９

種類 阻害率(%）

アシタバ（A72gUZjcaﾙejsﾙej） 36.4±３８

エノコログサ（SetarjaUj7jajs） １１．６±３．０

オオバギポウシ（Ｈｂｓｍｍｏ"tα"α） 46.2±3.4

カタバミ（OacaZjSco7"jcaJqfα） 331±2.8

カラスノエンドウＭｃｕｑ卿stj/ＭｕＤｑｒ､SegCtqJjS） ５０±0.6

ギシギシ（RzLmegrJ叩o"jczJs） 606±２５

シロバナタンポポ（ｎＬｍＪ[αczJmOﾉﾂﾂiiCj"α比） 97.9±２」

スギナ (EqⅢjsemma7ue7zSe） 8Ｌ６±Ｌ９

スベリヒユ（Pb7mZacaoZemceα） 18.3±0５

セイヨウタンポポ（ｎｚ７ｍｃａｃⅢ、Oﾉﾌﾞiicj"αtC） 99.3±1.2

セリ（Oe"α"ｵﾉiejaUα"jca） 93.7±1７

タネツケバナ（CCzMamj,ze〃emosα） 13.0±1.6

ツユクサ（CmzmeZj"αcommm"ｉｓ） 29.4±４５

ツワブキ（FtUﾉﾌﾞt4gmFMZpo"伽、） 98.2±0.8

ﾄﾞクダミ（HbzJttzMzjaco7datα） 281±3.7

ノビル（AJZjzJmgmyj） 0.1±０２

ハコベ（steZZa花α〃egJectα） 28.8±1２

ハッカ（Ｍｂ"thaa7ue7zsjsuaﾊPjpemsceFLs） 93.2±０．７

ハハコグサ（G"ｑｐｈａ肋、畝j"e） 97.7±１２

ハルジオン（Er鞍'Ｄ"p/DiJadelpﾉｶｶﾞCu`s） 76.4±3.4

ヒルガオ（qzb'SE昭jα､/tupo"jca） 30.7±Ｌ５

フキ（Pセオasjresj上upo"jczLs） 972±1５

フジバカマ（〃uｐα加7ｍｍ/MzL"ej） 565±3.5

ミツバ（C,qypm#αe"ｊａｊｑｐｏ,zjcα） 393±2４

ユキノシタ（sad値iﾉﾗngaStoZo"j/も７Wα） 505±３３

ヨメナ（肋Z肋erjsyo'?ze"α） 993±0.5

ヨモギ（A'･2cmjsjaprj"ceps） 98.8±0.8

アオシソ（Pe7jZZaかLL蛇sce7zs） 40.8±2.4

アカシソ（此rj"α行mesce7zs） 45.6±4.7

ゴボウ（A'℃伽mJclppα） 2Ｌ９±Ｌ４

シュンギク（C/b7ysa,ｚｔｈｅ,mLmco７℃"a7jzmz） 546±２３

シヨクヨウキク(花)(C/jJySα"ihemzmwo7j/bJmm） 237±1６

ニンジン（葉)(DausczJscamoｵα） 42.8±3.5

ニンジン（根)(､α"scmscamtα） 7Ｌ８±2.2

チシャ (Lacmcasα"Uα） 7.7±1.5

ラッキョウ（ＡＺＪｍｍ６ａﾙe7j） 59.5±Ｌｌ

モロヘイヤ（Cb７℃ｈｏ,."soJjZo7ms） 91.2±Ｌｌ

イチョウ（Ｇｊ"ﾉbgOMobα） 47.8±1.8

カキ（葉)(DjoSpjﾉmSAaAj） 581±４１

クコ（ＩＣﾉｃｍｍｃｈｊ"e"se） 508±3.3

ナンテン（Ｍｍｄｊ"αｄｏｍｅｓｔｉｃα） 63.4±４６

アロエ（AZoeα'6o,℃sce"s） ８９±０４
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ー●-フキ志ヨメナ－ロヨモギ

図－２タンポポとレモンバームのヒアルロニダーゼ阻害活性図－１食用野草のヒアルロニダーゼ阻害活性

０
０
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０
０
０
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-■-ハハコグサ…･ツワブキ

ョ医ヨメナ‐ロヨモギ

÷セイヨウタンポポ

･●一フキ

･･－１静一レモンバーム

(1)日本在来種

図－３食用野草の抗補体活性

表－２乾燥によるヒアルロニダーゼ阻害活性の変化

(2)交雑種 105℃24時間加熱

‘性が無くなった。ヨメナとレモンバームは約80％

の活性を有していた。（表－２，３）

851％であった。これらは加熱乾燥することで、

ハハコグサを除き他の５種はいずれもヒアルロ

ニダーゼ阻害活性が低下した。また、抗補体活性

が強かったフキとヨモギは加熱することにより活

－５０－
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種類 生 → 乾燥(％）

セイヨウタンポポ ９６．３→361

ツワブキ 99.2→３４３

ハハコグサ 97.7→９９．３

フキ 97.2→２Ｌ８

ヨメナ 993→３２７

ヨモギ 98.8→７．６

レモンバーム 99.2→６６．６
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表－３乾燥による抗補体活性の変化
４まとめ

食用野草27種、野菜９種、その他５種の計４１

種のヒアルロニダーゼ阻害活』性を調査した結果、

セイヨウタンポポ、シロバナタンポポ、ツワブキ、

ハハコグサ、フキ、ヨメナ、ヨモギのキク科野草

７種が強い阻害活性を有していた。そのうち、セ

イヨウタンポポは阻害活性が強いと報告されてい

るレモンバームと比較しても、同等以上の活`性が

あった。加熱することで、ハハコグサ以外は活性

が低下した。抗補体活'性は阻害の強かった６種

はいずれも示し、フキとヨモギはなかでも強かっ

た。加熱によりヨメナ以外は低下した。試料液を

混合すると、ヒアルロニダーゼ阻害活1性や抗補体

活性が強くなる組み合わせがあった。

市販のタンポポコーヒーは抗上アルロニダーゼ

活性を示したが、原材料にタンポポ以外のものを

使用している場合は活`性が弱く、購入時に注意が

必要である。

105℃24時間加熱

表－４市販タンポポコーヒーと試作品のヒアルロニダーゼ阻害

活性

試作０４±１１

本研究の要旨は、日本食品科学工学会第49回大

会（2002年８月、名古屋市）において発表した。

Ｍ±ＳＤ（、＝５）

Ｓ－４ヒアルロニダーゼ阻害活性と抗補体活性

の相乗効果

上アルロニダーゼ阻害相乗効果は、セイヨウタ

ンポポとスギナの組み合わせでは190倍に、セイ

ヨウタンポポとハハコグサでは135倍にヨメナと

フキでは120倍強くなった。また、抗補体活`性も

セイヨウタンポポとハハコグサで229倍となっ

た。

３－４タンポポコーヒーのヒアルロニダーゼ阻

害活性

市販タンポポコーヒーもヒアルロニダーゼ阻害

活性を示したが、原材料にタンポポ以外のものが

含まれているものがあり、これらは当然活'性が弱

く、購入する時は表示をよく見て選別する必要が

ある。（表－４）

参考文献

l）前田有美恵，山本政利，増井俊夫，杉山清，横田正実，

中込和哉，田中秀輿，高橋宇正，小林利彰，小林栄

人：食衛誌，３１，(3)233Ｕ990）

2）KAKEGAwA，Ｈ，MATsuMoTo，ＨａｎｄＳＡＴｏ，Ｔ：

Ｃｈｅｍ・pharm､Bull,３３，６４２（1985）

3）小島保彦：ＦｏｏｄStyle２１，２，２５（1998）

4）近藤美由紀，丁宗鉄，山田陽城，清原寛章，大塚恭

男：和漢薬，１６，７６（1983）

5）玉川浩司，飯塚宗史，池田彰男，小池肇，長沼慶太，

小宮山美弘：日本食科工誌，４６，(8)２１（1999）

6）DAY,ＮＫ，WINFIELD,』．Ｂ，GEE,Ｔ，WINcHEsTER，

Ｒ､，TEsHIMA，ＨａｎｄＫｕＮＫＥＬ，ＨＧ．：ＣｌｍＥｘｐ、

Ｉｍｍｕｎｏ1，２６，１８９（1976）

7）－法師克成，山口優－，伊藤秀和，東敬子，東尾久

雄：FoodSciTechnolRes,６，(1)７４（2000）

－５１

種類 生 －し 乾燥(％）

セイヨウタンポポ 96.1→４５．１

ツワブキ 97.1→２．３

ハハコグサ 97.8→５６」

フキ 969→００

ヨメナ 74.8→８４５

ヨモギ 96.8→００

レモンバーム 97.6→７８３

種類 阻害活性(%） 原材料名

Ａ 546±1９ タンポポの根

Ｂ 64.3±1.4 タンポポの根

Ｃ １６±0.7

タンポポの根、乳糖、黒大豆

小豆、サンザシ、クチナシ、キガワ

カンゾウ、コーヒーフレーバー

， ７１±２．２
タンポポの根、乳糖、黒大豆

小豆、サンザシ

試作 70.4±１．１


